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組込みソフトウェアへのKobrA法の適用

キヤノン株式会社 仲 顕照 naka.akiteru@canon.co.jp

KobrA法の適用と課題

KobrA法の表記の追加

コンポーネント分割における課題 KobrA法による解決

大規模ソフトウェアを品質よく開発するためには，

システム全体を複数のソフトウェア部品（コン
ポーネント）に分割し，コンポーネント単位で品
質を確保する必要がある．しかしながら，複数
人で分業を考慮した上で，適切なコンポーネン
ト分割することは困難である．

KobrA法は，トップダウン的にコンポーネント分

割を行い，コンポーネントをツリー構造で構築す
るため，複数人での分業を考慮したコンポーネ
ント分割が可能である．組込みソフトウェアに対
して，KobrA法を適用した場合のフィージビリティ
スタディを行い，並行性に関する拡張を行った．

分割指針へのパターンの適用

どのコンポーネントが並行動作
可能なのかを設計できていない

並行性を考えると、当然必要となる
非同期通信のことが考慮されていない

並行性や非同期通信のことを
考えると、分割指針が不十分

⇒ パターン適用により並行性を考慮した分割結果を得る

⇒ 並行性（<<active>>, <<passive>>）や非同期通信（<<notify>>）
を表現するための表記を追加し、分割指針にも利用する

コンポーネントが満たすべき仕様を厳密に定義

上位のコンポーネントが定義した仕様を満たす範
囲で実現方法を検討

コンポーネントの単位で分業を可能にする

仕様

実現


